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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子は、システイン-アスパラギン酸プロテアーゼ（カスパーゼ）ファミリーのメンバーをコードする。カスパーゼの連続的な活性化は、細胞アポトーシスの実行段階において中心的な役割を果たす。カスパーゼは不活性なプロ酵素として存在し、保存されたアスパラギン酸残基においてタンパク質分解処理を受けて大小2つのサブユニットを生成し、これらが二量体化して活性酵素を形成する。このタンパク質は、シトクロムcとアポトーシスペプチダーゼ活性化因子1からなるタンパク質複合体であるアポトーシスソームによって自己タンパク質分解処理および活性化を受ける。この段階は、カスパーゼ活性化カスケードにおける最も初期の段階の一つと考えられている。このタンパク質は、アポトーシスにおいて中心的な役割を果たし、腫瘍抑制因子であると考えられている。選択的スプライシングによって、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2013年5月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞ライセートのウェスタンブロット解析（Caspase-9 Rabbit mAb使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

